
＞＞山本オートマチックカリキュラム

（注）教室講座でご受講の場合も「本試験テクニカル分析講座」は個別DVD（校舎個別DVDルームで視聴）またはWebフォローでの受講となります。　※「早稲田合格答練実力診断テスト 解説講義」、「早稲田合格答練ジャンプ答練 解説講義」、「全国
公開模試 解説講義」の担当は山本浩司講師ではありません。「早稲田合格答練実力診断テスト」、「早稲田合格答練ジャンプ答練」、「全国公開模試」の日程は2016年1月下旬発行予定の案内書をご覧ください。
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演習

演習【全7回】
択一式科目

講義形式

❶基礎講座＜主要4科目編＞
【全88回・3時間／1回】
 民法・不動産登記法（57回）、商法・商業登記法（31回）

講義形式

❸オートマチックシステム記述式講座
【全25回・3時間／1回】
不動産登記法（14回）・商業登記法（11回）

講義形式

❼本試験テクニカル
分析講座（注）
【全10回・約3時間／1回】　

講義形式

❷基礎講座＜マイナー科目編＞
【全33回・3時間／1回】
民事訴訟法・民事執行法・民事保全法・
供託法・司法書士法（19回）、
刑法（8回）、憲法（6回）

カリキュラム
10ヵ月速修総合本科生プラス・10ヵ月速修総合本科生 6月から学習をスタートでき、知識の習得を早い段階で行えます。また、教室講座では、春から開講している「2016

年合格目標1年本科生」の該当講座の教室日程に追いつくことができ、出席が可能となります。

8ヵ月速修総合本科生プラス・8ヵ月速修総合本科生・8ヵ月速修本科生 9月からの学習スタートで、合格力を養成できるコースです。とにかく短期間で集中して合格を目指したいという方
に最適な、基礎から2016年合格を目指せるWセミナー最短コースです。

スタジオ収録した
クリアな講義映
像を視聴してい
ただきます。この
講義では本試験
問題を題材に解
法テクニックを伝
授します。

基礎知識を徹底的に習得！テキ
ストには過去問などの参考問題
を掲載しているので、早期に本
試験の重要論点を把握でき、効
率的な学習を可能にします。

記述式試験の対策講座です。問題を通して、基本的な
知識、考え方をしっかりと押さえていきます。段階を
追って記述式の合格水準に達する力を養成します。

基礎講座の理解度を演
習で確認し、早い段階か
ら本試験形式の問題を
解くことで実戦力も身に
つけていきます。

本試験と同形式、同時
間帯で実施。受験経験
者と一緒に受ける模擬
試験で、実力を確認で
きます。

答練➡解説講義

❺早稲田合格答練
ジャンプ答練
【全6回】※解説講義あり

テスト➡解説講義

❹早稲田合格答練
実力診断テスト
【全2回】※解説講義あり

出題可能性のある問題を
バランスよく出題します。
記述式も毎回出題し、解
答力をアップさせること
ができます。

▲

10ヵ月速修総合本科生プラス[全167回]❶❷❸❹❺❻❼▲

10ヵ月速修総合本科生[全157回]❶❷❸❹❺❻

▲

8ヵ月速修総合本科生プラス[全167回]❶❷❸❹❺❻❼▲

8ヵ月速修総合本科生[全157回]❶❷❸❹❺❻▲

8ヵ月速修本科生[全146回]❶❷❸

配付のみ

模試➡解説講義

❻全国公開模試
【全3回】※解説講義あり

会社法改正法案が、2014年4月25日に衆議院本会議で、2014年6月20
日には参議院本会議で可決、成立しました。施行日が確定次第、2016年
合格目標で必要となる講義・教材の法改正対応を最終決定します。この会
社法改正に伴い、2016年合格目標「山本オートマチック 10ヵ月速修・8ヵ
月速修本科生」は、関連科目のテキスト改訂スケジュールが例年とは異な
ります。そして、会社法を含む全科目の受験対策を効率よく行っていただ
くため、例年とは異なる講義スケジュールで構成されています。

●学習効率を重視した法改正に伴う特別スケジュール
2016年合格目標の特別対応

オートマチックシステム
記述式講座不動産登記法
（通学メディア・通信メディア）

基礎講座＜主要4科目編＞商法・商業登記法の学習開始時期
の変更に伴い、当講座・科目の学習開始時期と一部学習メディ
アを変更いたします。
2016年合格目標の本講義開始前に、2015年合格目標で収録
した講義で先行受講できるスケジュールをご用意します（通学・
通信メディア共通）。例年より学習開始時期が異なる基礎講座
＜主要4科目編＞商法・商業登記法の代わりに、不動産登記の
記述式対策を早めにはじめていただきます。

★講義スケジュールの詳細は、別冊の日程表をご確認ください。
★会社法改正以外にも、平成28年度司法書士試験の出題範囲となる法改正があった場
合は、別途、必要に応じて万全の本試験対策を行います。


